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新年のごあいさつ 

 

新年、明けましておめでとうございます。皆さまにおかれましては、新春を清々しい気持ちでお迎えのこ

ととお喜び申し上げます。 

旧年中は本校の教育活動へ格段のお力添えをいただき、心より感謝

申し上げます。また、１２月２０日、２１日に開催した展覧会には、多くの保

護者、地域の皆さまにご来校いただき、子供たちの平面・立体作品やパ

フォーマンスをご鑑賞いただけたこと、本当に嬉しく思います。皆さまか

らたくさんのお褒めの言葉をいただき、子供たちも嬉しそうでした。私自

身も、改めて子供たちのもつ素晴らしい力と可能性と保護者、地域の皆

さまの温かな支えを実感させていただきました。 

新年、新年度というのは何か大きな区切りであると意識され、これまでとは違う、新しいことにチャレン

ジしていこうという気持ちになりやすい時期でもあります。きっとこのお正月に新年の目標を立てられた

方もいるのではないでしょうか。ぜひ、子供たちも新たな気持ちで色々なことにチャレンジしてもらいたい

ものです。学校では３学期を迎え、いよいよ今年度のまとめの時期となってきます。６年生は中学校を、１

年生から５年生は一つ上の学年を見据え、それぞれの学年のまとめをしていくことになります。子供たち

自身も日々の授業や行事を大切にしながら、３月まで過ごせるように指導してまいります。 

さて、２０２５年は巳年ですが、干支でいえば「乙巳」（きのと・み）となります。「乙」は「木」の要素をもち、

草木がしなやかに伸びる様子や広がっていく意味を持つそうです。また、

「巳」（み・へび）は脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボルともされて

います。そのため、「乙巳」は、再生や変化をして柔軟に発展していく年と

いわれているそうです。 

南山小学校も１５０周年という大きな節目の年を前に、改めてこれまで

積み重ねてきた歴史を大切にしながら、学校の実態や時代の変化に合わ

せて変化し、より良く発展していくように努めてまいります。 

 
 

 

 



 

 人権教育・ふれあい月間について 

生活指導部  

東京都教育委員会では、6月、11月、2月を「ふれあい月間」とし、いじめ、不登校などの未然防止、

その対応に関係する取組の充実を図っています。本校でも、11月の 1か月間、子供たちはいじめにつ

いて考え、簡潔な言葉で作ったスローガンを基に行動し、12月 10日、13日にその取組の成果を自分

たちの言葉で発表しました。 

これらの活動を通して、子供たちが、自分自身を大切にし、他者とのつながりを深め、より良い学校

生活を築くための力を育んでいけるよう願っています。 

 

 

 

１月行事予定 

８日（水） 始業式 ４時間授業 １５日（水） 午前授業 

９日（木） 給食始 書き初め会（１，２，３，５年） ２２日（水） クラブ活動 

１０日（金） 

 

書き初め会（４，６年） 委員会活動 

ステップルーム始 

３０日（木） 

３１日（金） 

学校音楽等芸術教室（４，５，６年） 

午前授業 

１４日（火） 書き初め展始（２１日まで）   

    

１月生活目標 

気持ちのよいあいさつをしよう 

 

展覧会について 

展覧会委員長  

 12月 20日（金）と 21日（土）に行われた展覧会は、子供たちの

心を込めた作品と、アートフェスタによって色鮮やかな 2日間となり

ました。御参観いただきありがとうございました。 

 子供たちは、毎週 2時間の図画工作科や家庭科の時間で、様々

な材料や用具、表現方法に出会い、自分らしく表現することを楽し

んでいます。その中で、自分や友達、身の回りのもの、文化や歴史、

アーティストや美術作品などのよさや素晴らしさを感じています。 

それらの経験の集大成として展覧会では、作品の鑑賞活動と、土

曜日の 1，2年生のファッションショー、3，4年生の造形遊び、5，6

年生のパフォーマンスがありました。保護者や地域の方々には発表

や活動の様子を御覧いただき、今この瞬間にしか表せない輝きを感

じていただけたことと思います。学習準備等、御協力いただきまして

ありがとうございました。 


